



第 1 回が実施され，平成 28 年 3 月に 24 回目を迎えた。
この間に出題された問題総数は 5,160 問であり，その





























Analysis of the 18th–24th national examination for judo-therapist: 
Focused on 245 general questions
Tatsuhiro HATTORI, Kazuhiko KUBOYAMA, Takaharu INOKOSHI, 
Yasuhiro MATSUDA, Mai OOSONE and Yuzuru ITOH
Abstract: This study is an analysis of the general questions in the national examination for judo- 
therapist. The acceptability limit of the general questions is 60%, which is lower than that of the 
required questions; however, general questions account for more than 90% of the overall examination. 
On analysis, many questions were related to fracture, particularly, in certain field-specific sections of the 
examination. Moreover, complex questions accounted for 27.8%, and were more prevalent than disease-
specific questions. Based on this analysis, overall education related to all fields of judo-therapy is 
required; in addition, the examination should reflect the diverse nature of judo-therapy.
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第 18 回〜第 24 回国家試験において出題された一般
問題のうち，専門分野に該当する 315 問から臨床実地
問題（症例文章および画像などの資料から総合的に判
断する問題）70 問を除いた 245 問を対象とした。なお，
第 1 回〜第 17 回の国家試験問題については，現行の出
題基準に準拠していないため対象外とした。
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と定義した（表 2）。調査した問題の統計処理には χ2 検
定を用い，P 値 5％未満を有意差ありとした。
? 2　複合問題の実例





過去 7 回における出題 245 問のうち，総論からの出
題が 55 問（22.5％），各論からの出題は骨折各論 89 問
（36.3％），脱臼各論 46 問（18.8％），軟損各論 41 問
（16.7％）であった。なお，設問の選択肢に骨折，脱臼，
軟損が混在し，単一の分野として分類できない各論全
体の複合問題は 14 問（5.7％）あった（図 2）。
総論 55 問を大項目に沿って分類した結果，骨折に関
する問題が 27 問（49.1％）と最も多く，脱臼と軟損は
それぞれ 5 問（9.1％）と 2 問（3.6％）であった（表 3）。
各論においても同じような傾向がみられ，骨折各論か

















の「合併症」と同様に 10 問の出題があった（表 4 〜 6）。
中項目数と実際の出題数との関係をみると，108 項
目のうち過去 7 回の試験で出題されたのは 62 項目
（57.4％）であり，一定の項目に出題が偏っている傾向
がみられた。この関係を分野ごとにみると，総論では
? 3　総論における国家試験問題の出題傾向（第 18 回〜第 24
回国家試験）






38 項目中 15 項目（39.5％）の出題であったのに対し，
骨折各論では 33 項目中 23 項目（69.7％），脱臼各論で




問，骨折各論 22 問，脱臼各論 9 問，軟損各論 13 問が
出題され，各論全体の複合問題 14 問と合わせると，全










体的に示されている 1)。過去 7 回の国家試験問題をみ
ても，脱臼各論において例外が 2 問あったものの，原則
としてこの基準に拠って出題されており，出題基準に
? 4　骨折各論における国家試験問題の出題傾向（第 18 回〜
第 24 回国家試験）
? 5　脱臼各論における国家試験問題の出題傾向（第 18 回〜
第 24 回国家試験）


































なお，今回対象とした 245 問のうち複合問題が 68 問
（27.8％）にみられたことは，単一項目について理解を
深めるだけの学習では問題読解が不十分であることを
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